
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
日 時  令和２年１１月１４日（土）9:30 

 

場 所  若松商業高校グラウンド 

 
 

 



創立６０周年記念部活動交流戦 

 

１ 目  的 

  本校は昭和３５年４月に福岡県立若松高等学校（商業科）から分離独

立し、福岡県立若松商業高等学校として本年度創立６０周年を迎えた。 

創立６０周年記念行事の一環として本校創立の歴史的経緯を鑑み、若

松高等学校野球部を招待しての部活動交流戦を行い、応援を通して生徒

の帰属意識や愛校心を育み、加えて両校の親睦を深める。 

 

２ 日  時   

令和２年１１月１４日（土）  

  （１）応援生徒集合     ９：１５ 

 （２）開会行事       ９：３０ 

  （３）始球式、試合開始  １０：００ 

（４）閉会行事      試合終了後 

 

３ 場  所  若松商業高校グラウンド 

 

４ 交 流 校  福岡県立若松高等学校 野球部 

 

５ 会 次 第  

 （１）開会式 

ア 開会のことば （若松商業高校教頭） 

イ 校長挨拶   （若松商業高校校長） 

  ウ 来賓紹介   （若松商業高校事務長） 

    エ 生徒代表宣誓 （若松商業高校野球部主将） 

オ 閉会のことば （若松商業高校教頭） 

 （２）始球式      （若松商業高校同窓会会長） 

 （３）試合開始 

ア 先攻：若松  後攻：若松商業 

    イ ５回終了後：両校グラウンド整備 

    ウ 写真撮影（試合終了後） 

 （４）閉会式 

    ア 開会のことば （若松商業高校教頭） 

    イ 記念品贈呈（試合球） 

ウ 御挨拶    （若松高校校長） 

    エ 生徒代表謝辞 （若松商業高校野球部主将） 

    オ 閉会のことば （若松商業高校教頭） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出身中学 出身中学

遠賀中 若松中

飛幡中 二島中

二島中 向洋中

永犬丸中 若松中

浅川中 向洋中

浅川中 高見中

本城中 若松中

向洋中 若松中

飛幡中 二島中

本城中 水巻中

二島中

穴生中

岡垣東中

中央中

石峯中

沖田中

浅川中

中間南中

則松中

中央中

黒崎中

石峯中

若松中

洞北中

若松中

１年

森木　幸汰

原田　　空

１年

松﨑　勇翔

１年

２年

１年

１年

福岡県立若松高等学校福岡県立若松商業高等学校

１年

１年

２年

１年

１年

マネージャー　橋本　花菜

マネージャー　堤　あやか

マネージャー　阿部　七海

大津　将輝

平尾　航大

峯﨑　陽斗

２年

２年

１年

１年

１年

２年

１年

米光　慎之介

矢野　昴志

中島　瑠唯

２年

１年

２年

２年

２年

氏　　　名学年学年

２年

氏　　　名

中村　龍貴

入江　翔太

生徒数　４３８名（含む定時制３１名）

野球部創部　　大正１０年

部長　野中　康弘　　監督　松隈　史郎

顧問　中村　竜也　　顧問　川原　俊介

生徒数　４４０名　

野球部創部　　昭和３６年

部長　永岡　靖徳　　監督　平田　直己

顧問　溝田　浩一

塘添　友也

西村　玲桜

武富　康志

山下　優空

３年

３年

松田　　咲

３年

３年

２年

２年

２年

２年木須　大夢

山下　諄記

松浦　小次郎

吉田　彪悟

小林　華偉

２年 豊田　　望

１年 森　　荘太

伊藤　光輝

柏木　登輝

横山　　大

簑原　大地

片山　稜大

佐々木　雄矢

中林　唯一

三浦　清建

栗原　蓮二朗

１年
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